
37弁財天公園（金磯弁天・砲台跡）



　弁天山公園は自然と歴史が調和した公園で、園内に弁天山砲台跡や金磯弁財天・金磯アコウなどがある。徳島自動車道津田ＩＣから小松島金磯方面へ車で約二十分、ＪＲ南小松島駅から車で約八分の場所にある。
　弁天山公園のふもとに位置する金磯弁財天は、弘法大使が建立したと伝えられる仏堂で本尊の弁財天を祠る。四国八十八ヶ所霊場第十八番札所恩山寺の奥の院になる。トイレは完備されているが駐車場はなく、境内に停めることが可能。納経及び御影の授与は恩山寺にて対応してくれる。学問や芸術の神々として知られ、多くの参拝者が訪れる。周辺の史跡を巡りながら地域の豊かな歴史や文化に触れることができ、ゆっくりと散策できるスポット。
弁財天の背後には弁天山があり、現在は穏やかな波が打ち寄せる風光明媚な地だが、文久二年（一八六三年）土地の豪農多田宗太郎が海岸の防備のため私財を投じ、この山及び周辺には砲台や、後に徳島藩に献上したとある弁天山の頂上には当時の砲台跡があり、歴史の足跡が残る。また、北側に自生しているアコウは我国における自然分布の北限を示すものとして貴重な県指定天然記念物。くわ科に属する熱帯産の常緑喬木で、その大きさと迫力に自然の力強さを感じる。
公園内には多くの文学碑が建てられており、
硯かとひろうやくぼき石の霧―松尾芭蕉
この句碑は、弁財天の左塀の外、海に降りる浸食されたトンネル状の奇岩石横にあり現在は残念ながら倒れている。一七八五年建立とあり、県内では二番目に古い。俳句面は岩場の方へ向かって読み取ることが難しい状態。
　この周辺海岸は、豊かな自然を守っていくため企業や地元高校生によるボランティア活動の一環として海岸清掃やあさりの放流など美化活動に取り組んでいる。
また、ＪＲ南小松島駅の駅舎内には観光案内所小松島観光ボランティア会があり、交通ルートマップ等の提供など小松島の魅力や見どころを親切に教えてくれる旅のお接待所となっている。
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